
肇
北
)
。

(
7
〉
矢
津
悦
子
「
秦
の
統
一
一
過
程
に
お
け
る
『
臣
邦
』
|
|
郡
勝
制
を
補

完
す
る
も
の
と
し
て
|
|
」
(
『
駿
大
史
皐
』
第
一
O
一
鋭
、
一
九
九
七

年)。

〈
8
〉
拙
稿
「
秦
邦
|
|
雲
夢
陸
虎
地
秦
簡
よ
り
見
た
『
統
一
前
夜
』
|
|
」

(
同
刊
行
曾
『
論
集
中
園
古
代
の
文
字
と
文
化
』
、
汲
古
書
院
、
一

九
九
九
年
〉
。

(

9

)

工
藤
元
男
「
百
円
の
俸
承
を
め
ぐ
る
中
華
世
界
と
周
縁
」
(
『
岩
波
議

座
世
界
歴
史
』
三
中
華
の
形
成
と
東
方
世
界
、
岩
波
書
庖
、
一
九
九

八
年
〉
。

(

m

)

な
お
、
本
書
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
冨
谷
至
「
睡
虎
地
秦
簡
研
究
の

勝
利
者
」
(
『
東
方
』
第
一
一
一
一
一
鏡
、
一
九
九
八
年
〉
に
お
い
て
簡
に
し

て
要
を
得
た
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
著
者
の
工
藤
氏
に
は
本

書
の
他
に
、
『
中
園
古
代
文
明
の
謎
』
(
光
文
位
文
庫
、

一
九
八
八
年

初
版
夜
行
)
の
著
書
が
あ
る
。

A
5
剣

一
九
九
八
年
二
月
東
京
創
文
社

一
O
+
四
O
三
十
五
七
頁
九
八
O
O
圏
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谷
口
規
矩
雄
著

明
代
徳
役
制
度
史
研
究

山

根

夫

幸

今
般
、
私
の
長
年
の
友
人
谷
口
規
矩
雄
氏
が

『
明
代
傍
役
制
度
史
研
究
』
を

設
刊
さ
れ
た
こ
と
は
、
本
骨
固
に
う
れ
し
い
。
す
で
に
十
三
年
前
の
こ
と
に
な
る

が
、
谷
口
氏
の
恩
師
岩
見
宏
氏
の
刊
行
さ
れ
た
『
明
代
世
間
役
制
度
の
研
究
』
と

と
も
に
、
戦
後
わ
が
園
に
お
け
る
明
代
箔
役
制
研
究
の
到
着
貼
で
あ
り
、
立
波

な
成
果
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

戦
後
わ
が
園
の
明
代
史
研
究
で
は
、
な
ぜ
か
多
く
の
研
究
者
が
徳
役
制
度
の

研
究
に
大
き
な
関
心
を
示
し
た
。
そ
の
第
一
陣
が
、
岩
見
氏
の
「
明
の
嘉
靖
前

後
に
於
け
る
賦
役
改
革
に
つ
い
て
」
〈
『
東
洋
史
研
究
』

一
O
|
五
、
一
九
四

九
)
で
あ
り
、
そ
れ
に
つ
づ
い
た
の
が
筆
者
の
「
一
五
、
六
世
紀
中
園
に
お
け

る
賦
役
労
働
制
の
改
+
宇
|
|
均
倍
法
を
中
心
と
し
て
」
(
『
史
皐
雑
誌
』
六
O

ー
一
一
、
一
九
五
乙
で
あ
っ
た
。
谷
口
氏
は
そ
れ
か
ら
十
年
ば
か
り
遅
れ

て
、
庭
女
論
文
「
明
代
華
北
に
お
け
る
銀
差
成
立
の
一
研
究
|
|
山
東
の
門
銀

成
立
を
中
心
に
し
て
|
|
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
二
O
l
三
、
一
九
六
一
)
を
凌

表
し
た
。
こ
の
論
文
は
本
書
補
篇
の
最
初
に
枚
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
谷
口

氏
と
岩
見
氏
は
紳
戸
大
撃
で
師
弟
関
係
に
あ
り
、
私
も
谷
口
氏
と
は
彼
が
京
大

大
皐
院
生
の
頃
か
ら
の
つ
き
あ
い
で
あ
る
。
同
じ
明
代
箔
役
制
を
研
究
す
る
と

い
う
関
係
か
ら
、
私
は
岩
見
・
谷
口
一
悶
氏
か
ら
い
ろ
い
ろ
教
示
さ
れ
、
多
く
の

樽
盆
を
う
け
た
。

さ
て
、
本
書
は
本
篇
と
補
篇
の
爾
部
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
本
篇
は
未
設
表
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の
論
文
で
あ
り
、
本
書
の
核
心
を
な
す
部
分
で
あ
る
。
補
篇
は
明
代
径
役
制
に

閥
係
の
あ
る
既
設
表
の
論
文
七
篇
を
牧
め
て
い
る
。
つ
ぎ
に
、
そ
の
内
容
を
紹

介
す
れ
ば
左
の
如
く
で
あ
る
。

本

筋

明
代
一
篠
鞭
法
の
研
究
|

|
禁
北
に
お
け
る
そ
の
成
立
と
展
開
を
中
心
と
し

て
ー
ー
ー

序

説

第

一
一
章
明
代
前
期
の
格
役
制
度

第

一

節

里

甲

正

役

第

二

節

雑

役

第
二
一章
傍
役
制
度
の
改
革
と
循
役
の
銀
納
化

第
一
節
明
初
に
お
け
る
循
役
賦
課
の
問
題
黙

第
二
節
均
箔
法
に
よ
る
改
革
と
筏
役
制
度
の
問
題
貼

第
三
節
均
衝
の
銀
納
化

第
四
節
九
等
法
に
つ
い
て

第
五
節
九
等
法
か
ら
門
銀

・
丁
銀
へ

第
三
章
一
俊
鞭
法
の
成
立
と
そ
の
展
開

第
一
節
華
北
に
お
け
る
門
銀
・
丁
銀
制

第
二
節
華
北
に
お
け
る
一
候
鞭
法
の
成
立

第
三
節
華
北
に
お
け
る
一
傑
鞭
法
の
展
開

第
四
節
一
候
鞭
法
の
問
題
貼
|

|
結
び
に
か
え
て
|
|

補

篇

て
明
代
華
北
に
お
け
る
銀
差
成
立
の
一
研
究
|
|
山
東
の
門
銀
成
立
を
中

心
に
し
て
|
|
(
一
九
六
一
)

二
、
明
代
華
北
の
「
大
戸
」
に
つ
い
て
(
一
九
六
九
)

三
、
呂
坤
の
土
地
丈
量
策
と
郷
村
改
革
に
つ
い
て
(
一
九
八
一
一
一
)

四
、
呂
坤
の
郷
甲
法
に
つ
い
て
(
一
九
八
三
)

五
、
腐
向
騰
の
一
燦
鞭
法
に
つ
い
て
(
一
九
九

O〉

六
、
明
代
一
服
建
の
一
候
鞭
法
に
つ
い
て
(
一
九
九
O
)

七
、
日
本
に
お
け
る
明
代
待
役
制
度
の
研
究
(
一
九
九
三
)

以
下
、
ま
ず
本
篇
の
内
容
を
紹
介
し
て
み
た
い
。
著
者
は
「
木
第
の
第
て

第
二
一
章
は
従
来
の
箔
役
制
度
研
究
を
私
な
り
に
ま
と
め
、
必
要
部
分
に
私
な
り

の
見
解
を
さ
し
は
さ
む
形
を
と
っ
て
叙
述
し
た
」

(
あ
と
が
き
)
と
述
べ
て
い

る
が
、
慮
々
に
注
目
す
べ
き
見
解
が
一
示
さ
れ
て
い
る
。

第

一
章

「
明
代
前
期
の
箔
役
制
度
」
で
は
、
最
-
初
に
、
明
代
の
箔
役
制
度
の

概
容
を
得
る
た
め
に
、
本
章
で
は
そ
の
基
礎
が
形
成
さ
れ
た
明
代
前
期
の
徳
役

制
度
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
ま
ず
星
甲
正
役
に
つ
い
て
、
星
長
・
甲
首

・
里

老
川
)
・
糧
長
な
ど
に
つ
い
て
概
述
す
る
。
そ
し
て
、
筆
者
の
醤
設
に
謝
す
る
批

剣
を
展
開
す
る
。
皇
長
の
職
責
に
つ
い
て
、
筆
者
の
寧
げ
た
「
上
供
物
料
・
公

費
L

の
負
携
は
、
皇
長
・
甲
首
の
負
鎗
に
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
強
調

す
る
。
こ
の
黙
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
岩
見
氏
が
そ
の
著
書
の
な
か
で
明
ら
か

に
し
た
庭
で
、
筆
者
も
岩
見
氏
の
著
書
に
糾
問
す
る
書
評
(
『
東
洋
史
研
究
』
四

六
|

一
、一

九
八
七
)
の
な
か
で
、
自
設
を
一
訂
正
し
た
衣
第
で
あ
る
。
な
お
、

谷
口
氏
は
最
後
に
里
長
の
職
責
に
つ
い
て
、
最
近
岩
井
茂
樹
氏
に
よ
っ
て
提
示

さ
れ
た
新
設
を
紹
介
す
る
。
筆
者
が
か
つ
て
現
年
皇
長
の
職
責
の
一
つ
で
あ
る

「
勾
掻
公
事
」
を
、
上
供
物
料
や
公
費
の
負
捻
で
あ
る
と
考
え
た
の
に
謝
し

て
、
岩
井
氏
は
「
公
事
」
と
は
「
従
来
の
よ
う
な
庚
い
意
味
に
取
る
の
は
、
語

句
本
来
の
意
味
か
ら
し
て
も
間
違
い
で
、
こ
れ
は
裁
剣
事
件
に
閥
し
て
犯
人
や
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設
人
を
拘
束
す
る
と
の
意
味
な
の
で
あ
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
封
し

て、

谷
口
氏
も
全
面
的
に
賛
同
し
て
い
る
。
し
か
し
、
一
般
に
「
公
事
」
と
は

「
公
務
」
あ
る
い
は
「
公
の
用
事
L

の
一意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
各
種
の
『
官
制
用
語
事
典
』
な
ど
で
も
同
様
の
意
味
と
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
を
訴
訟
事
件
に
関
わ
る
用
語
と
す
る
こ
と
に
、
私
は
必
ず
し
も
賛
同
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

第
二
章

「
傍
役
制
度
の
改
革
と
傍
役
の
銀
納
化
」
で
は
、
明
初
に
お
け
る
循

役
賦
課
の
問
題
勲
を
考
察
す
る
。
第
一
節
で
は
息
隷
・
膳
夫
・
庫
子
・
斗
級
・

柴
夫
(
撞
柴
夫
お
よ
び
欽
柴
夫
〉
・
厨
役
な
ど
の
諸
役
に
つ
い
て
検
討
し
、
こ

れ
ら
の
雑
役
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
岩
見
設
に
録
り
な
が
ら
、
正
統
年
聞
こ
ろ

ま
で
に
ど
の
よ
う
な
問
題
が
愛
生
し
た
か
を
考
察
す
る
。
つ
づ
い
て
第
二
節
で

は
「
均
待
法
に
よ
る
改
革
と
箔
役
制
度
の
問
題
貼
」
を
検
討
し
て
い
る
。
こ
こ

で
も
岩
井
氏
の
新
設
を
採
用
し
て
、
山
根
設
に
射
し
て
批
判
を
加
え
る
。
筆
者

は
「
均
倍
法
は
〈
甲
〉
単
位
に
雑
役
に
服
す
る
も
の
」
と
述
べ
た
が
、
私
の
説

明
不
足
の
せ
い
で
、
岩
井
氏
は
あ
る
甲
が
全
鐙
と
し
て
一
つ
の
雑
役
に
割
り
嘗

て
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
と
批
剣
し
て
い
る
。
し
か
し
、
上
述
の
表
現
で

私
が
考
え
た
こ
と
は
、
均
衝
を
負
捲
す
る
年
に
蛍
っ
た
甲
の
各
戸
に
そ
れ
ぞ
れ

雑
役
が
賦
課
さ
れ
る
と
い
っ
た
つ
も
り
で
、
一
甲
全
鐙
が
一
つ
の
雑
役
を
負
捲

す
る
と
考
え
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
岩
井
氏
の
新
設
、
戸
を
単

位
と
し
て
雑
役
が
割
り
蛍
て
ら
れ
た
と
す
る
見
解
は
、
私
の
考
え
て
い
た
こ
と

と
矛
盾
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
な
お
、
均
箔
法
施
行
の
初
期
に
あ

っ
て
は
、
均

箔
里
長
、
均
箔
甲
首
の
全
員
に
封
し
て
、
雑
役
が
割
り
蛍
て
ら
れ
た
か
否
か
は

疑
問
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
均
世
間
甲
首
の
中
に
は
、
雑
役
を
科
波
き
れ
な
か

っ
た
者
も
い
た
か
も
知
れ
ぬ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
三
節
で
は
、
均
倍
閣
の
銀
納
化
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
山
根
説

を
批
剣
し
て
、
山
石
見
氏
の
所
論
に
基
づ
き
均
値
惜
の
中
に
銀
差
が
成
立
し
た
の

は
、
官
僚
の
銀
に
削
到
す
る
欲
求
を
直
接
の
契
機
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論

じ
て
い
る
。
第
四
節
「
九
等
法
に
つ
い
て
」
は
、
も
つ
ば
ら
岩
見
氏
の
所
設
に

基
づ
い
て
論
を
展
開
し
て
い
る
。
華
中
・
華
南
と
は
異
な
り
、
華
北
で
は
康
範

圏
に
門
銀
・
了
銀
制
が
施
行
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
賦
課
の
基
準
と
さ
れ
た
三

等
九
則
の
法
(
い
わ
ゆ
る
九
等
法
)
を
紹
介
す
る
。
そ
し
て
、
岩
見
氏
が
解
明

し
た
九
等
法
に
よ
っ
て
、
華
北
で
は
嘉
靖
以
降
、
門
銀
・
丁
銀
と
い
う
制
度
が

行
わ
れ
、
そ
れ
は
九
等
の
戸
則
に
態
じ
て
、
定
額
の
銀
を
納
付
す
る
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
そ
れ
は
嘉
靖
年
関
に
突
然
成
立
し
た
も
の
で
は
な

い
、
九
等
法
に
類
し
た
方
式
が
早
く
か
ら
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
方
式
が
雑
役

全
種
に
抜
大
さ
れ
、
門
銀
・
丁
銀
に
な
っ
た
と
考
え
る
の
が
、
自
然
で
あ
ろ
う

と
推
定
し
て
い
る
。

第
五
節
で
は
「
九
等
法
か
ら
門
銀
・
丁
銀
へ
」
の
推
移
を
論
じ
て
い
る
。
こ

の
門
銀
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
谷
口
氏
自
身
、
本
書
補
篇
一
の
「
明
代
華
北
に

お
け
る
銀
差
成
立
の
一
研
究
|
|
山
東
の
門
銀
成
立
を
中
心
に
し
て
」
で
、
詳

細
に
論
誼
し
て
い
る
庭
で
あ
る
。

以
上
の
所
設
に
依
録
し
て
、
著
者
は
第
三
一章一
ユ
傑
鞭
法
の
成
立
と
そ
の
展

開
」
を
論
じ
て
い
る
。
本
一
章
は
著
者
の
も
っ
と
も
重
黙
を
お
い
た
部
分
で
あ

り
、
本
書
の
も
っ
と
も
注
目
す
べ
き
部
分
で
あ
る
。
著
者
が
十
年
前
に
稜
表
し

た
論
文
「
明
代
筆
北
に
お
け
る
一
僚
鞭
法
の
展
開
」
(
岩
見
・
谷
口
篇
『
明
末

清
初
期
の
研
究
』
京
大
人
文
科
同
学
研
究
所
、
一
九
八
九
)
が
、
本
章
の
基
盤
と

な
っ
て
い
る
。
第
一
節
「
華
北
に
お
け
る
門
銀
・
丁
銀
制
」
で
は
、
華
北
に
お

い
て
は
門
銀
・
丁
銀
の
基
礎
の
上
に
、
傑
鞭
法
が
成
立
し
て
き
た
こ
と
を
強
調

す
る
。
そ
の
こ
と
を
示
す
具
鐙
的
史
料
と
し
て
、
子
償
行
『
穀
城
山
館
文
集
』

に
枚
め
て
い
る
「
奥
撫
妥
宋
公
論
賦
役
書
」
を
引
用
し
、
子
恨
行
が
華
北
に
お
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け
る
均
値
情
賦
課
の
方
法
が
、
丁
銀
・
門
銀
制
か
ら
丁
銀
・
地
銀
制
に
繁
化
し
た

こ
と
を
、
保
鞭
法
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
事
寅
を
重
視
す
る
。

そ
し
て
、
そ
の
前
段
階
と
し
て
の
丁
銀
・
門
銀
制
を
、
著
者
は
詳
細
に
考
察
す

る
。
す
な
わ
ち
、
華
北
で
は
「
一
般
的
に
税
糧
は
土
地
を
封
象
と
し
て
課
税

し
、
箔
役
は
人
了
を
針
象
と
し
て
い
た
が
、
嘉
靖
年
聞
に
な
る
と
、
華
北
に
も

貨
幣
経
済
が
参
透
し
、
土
地
所
有
よ
り
も
、
一
商
業
や
高
利
貸
に
よ
り
財
産
を
蓄

積
し
た
富
家
の
存
在
が
無
視
で
き
な
い
問
題
に
な
っ
た
」
。
そ
れ
ゆ
え
、
沓
来

の
ま
ま
土
地
・
人
丁
を
中
心
と
し
た
課
税
方
法
で
は
矛
盾
が
生
じ
、
そ
の
解
決

策
と
し
て
「
土
地
所
有
高
・
人
丁
数
だ
け
で
な
く
、
現
銀
・
債
祭
な
ど
様
々
な

動
産
も
加
え
て
綜
合
評
債
し
、
そ
の
結
果
定
め
ら
れ
た
戸
等
」
に
よ
っ
て
、
門

銀
を
負
捲
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
推
論
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
具
鐙
例
を
山

東
、
北
直
毅
、
河
南
、
山
西
な
ど
の
地
域
に
つ
い
て
、
丁
銀
・
門
銀
の
具
鎧
的

な
史
料
を
提
示
し
て
い
る
。

第
二
節
「
華
北
に
お
け
る
一
候
鞭
法
の
成
立
」
で
は
、
華
北
の
燦
鞭
法
は
一

般
的
に
了
銀
、
地
銀
と
い
う
形
を
と
っ
て
成
立
し
た
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
本

節
で
は
丁
銀
・
門
銀
制
が
い
か
な
る
改
獲
を
経
て
、
丁
銀
・
地
銀
制
と
な
っ
た

か
を
論
誼
す
る
こ
と
が
中
心
課
題
と
な
る
。
そ
の
際
に
、
も
う
一
つ
重
要
な
問

題
と
な
る
の
が
、
三
等
九
則
の
戸
等
制
の
師
団
止
で
あ
る
。
「
地
銀
の
成
立
が
戸

等
制
の
駿
止
と
密
接
に
絡
ま
っ
て
進
行
し
た
」
と
推
定
す
る
。
そ
し
て
、
山
東

で
均
待
の
賦
課
に
蛍
っ
て
、
丁
・
門
の
法
と
丁
・
地
の
法
が
同
時
併
行
的
に
行

わ
れ
た
事
寅
を
指
摘
す
る
。
箔
役
の
土
地
へ
の
科
波
と
い
う
措
置
は
、
山
東
で

は
良
民
の
傍
役
負
捻
を
部
分
的
に
も
せ
よ
軽
減
す
る
と
い
う
政
策
的
意
闘
を
も

っ
て
寅
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
は
、
山
東
以
外
の
華
北
各
省
で
は
ど
の
よ
う
な
措
置
が
と
ら
れ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
史
料
的
制
約
も
あ
っ
て
、
他
省
で
は
『
山
東
経
曾
録
』
に
見
ら

れ
た
よ
う
な
具
鐙
的
な
史
料
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
多
く
の
地
域
で

人
丁
の
負
猪
(
了
銀
)
が
過
重
に
な
り
、
そ
の
軽
減
策
と
し
て
均
径
の
一
部
を

土
地
へ
浪
人
す
る
方
法
が
取
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
著
者
は
推
測
す
る
。

華
北
で
は
こ
れ
ま
で
待
役
科
波
の
基
準
と
し
て
、
三
等
九
則
の
戸
等
が
重
観

さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
著
者
が
繰
り
返
し
強
調
し
て
き
た
庭
で
あ
る
が
、
も
は

や
戸
等
制
は
農
民
各
戸
の
質
情
を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
き
た
。

「
審
門
は
富
家
を
利
す
る
も
の
で
あ
り
、
照
地
は
貧
家
を
利
す
る
」
も
の
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
要
す
る
に
、
戸
則
の
決
定
の
仕
方
に
問
題
が
あ
り
、
俣
令
宮

戸
が
上
上
則
に
格
附
け
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
門
銀
・
戸
銀
の
負
措
額
は
、

貧
窮
戸
に
比
べ
て
寅
質
的
に
軽
い
も
の
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
土
地
の
所
有
額

を
基
準
と
し
て
、
直
接
土
地
に
循
役
を
賦
課
す
る
方
法
が
出
現
し
た
(
地
銀
の

成
立
〉
。
戸
等
制
の
信
窓
性
が
低
く
な
っ
た
の
で
、
よ
り
確
寅
な
把
握
し
や
す

い
土
地
を
封
象
と
し
て
、
借
間
役
を
賦
課
す
る
措
置
が
と
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
の
具
睦
例
は
『
山
東
経
曾
録
』
に
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
山
東
で
は
嘉
靖

四
十
二
年
(
一
五
六
三
)
に
均
倍
の
一
部
を
土
地
に
科
波
す
る
と
い
う
措
置
が

講
じ
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
措
置
の
可
否
を
め
ぐ
っ
て
種
々
の
論
議
が
起

り
、
隆
慶
元
年
(
一
五
六
七
〉
戸
部
向
笠
同
首
相
守
躍
は
こ
れ
に
厳
し
い
反
射
論
を

上
奏
し
た
。
蔦
守
躍
の
強
硬
な
主
張
に
よ
っ
て
、
山
東
で
も
均
値
惜
の
一
部
を
土

地
に
科
波
す
る
措
置
が
停
止
さ
れ
、
再
び
均
倍
情
は
奮
来
ど
お
り
す
べ
て
了
銀
・

門
銀
に
科
波
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
山
東
に
お
け
る
土
地

へ
の
科
波
は
ど
う
な
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
『
山
東
経
舎
録
』
の
記
録
は
隆
慶
四

年
(
一
五
七

O
)
で
彩
っ
て
い
る
の
で
、
『
経
曾
録
』
に
よ
っ
て
そ
の
後
の
推

移
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
ぬ
。
た
だ
し
、
山
東
東
阿
豚
の
知
豚
白
棟
が
、
箔

役
銀
を
土
地
へ
科
波
し
た
事
賀
、
か
知
ら
れ
て
い
る
。
著
者
は
、
自
棟
が
嘉
靖
四

十
二
年
以
来
の
「
丁
地
兼
源
」
の
方
法
に
則
っ
て
、
一
候
鞭
法
の
施
行
に
ふ
み
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き
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。

第
三
節
「
華
北
に
お
け
る
一
候
鞭
法
の
展
開
」
で
は
、
文
字
ど
お
り
華
北
に

お
け
る
僚
鞭
法
施
行
の
推
移
を
検
討
す
る
。
「
第
一
、
二
節
の
考
察
を
基
礎
に

考
え
る
な
ら
ば
、
華
北
に
お
い
て
均
径
は
、
三
樹
一
寸
九
則
の
戸
則
に
基
づ
い
て
人

丁
と
門
戸
に
課
波
さ
れ
る
丁
銀
・
門
銀
制
と
い
う
方
式
に
よ
っ
て
寅
施
さ
れ
て

い
た
。
と
こ
ろ
が
農
民
層
の
分
解
が
進
行
す
る
と
、
富
裕
層
の
過
重
負
捲
が
柏
崎

嫁
さ
れ
る
と
い
う
事
態
が
擦
大
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
事
態
を
解
決

す
る
た
め
に
、
華
北
に
お
い
て
も
土
地
丈
量
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
る
と
同
時

に
、
俸
統
的
通
念
を
破
っ
て
箔
役
を
土
地
に
賦
課
す
る
方
式
が
寅
施
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
」
と
著
者
は
断
定
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
華
北
に
お
け
る
徳
役
面

に
お
け
る
一
俊
鞭
法
の
成
立
は
「
箔
役
制
度
そ
れ
自
鐙
の
展
開
と
し
て
考
察
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
税
糧
面
の
一
篠
鞭
法
の
展
開
と
は
お
の
ず
か
ら

別
個
の
過
程
で
あ
っ
た
」
と
著
者
は
考
え
る
わ
け
で
あ
る
。

著
者
は
前
節
で
取
り
あ
げ
た
白
棟
の
一
俊
鞭
法
の
内
容
を
本
節
で
再
検
討
す

る
。
そ
し
て
、
白
棟
の
「
量
地
編
差
」
設
を
郵
劾
し
た
戸
科
給
事
中
光
懇
の
批

剣
に
射
し
て
、
白
棟
を
簿
護
し
た
山
東
巡
撫
李
世
遠
の
上
奏
を
紹
介
す
る
。
李

世
逮
は
言
う
、
園
初
に
比
べ
て
現
在
税
糧
・
徳
役
・
里
甲
等
の
負
猪
が
非
常
に

増
大
す
る
と
と
も
に
、
官
僚
・
諸
生
は
も
と
よ
り
、
富
商
・
大
戸
ま
で
、
名
目

上
職
役
(
膏
吏
)
と
な
っ
て
、
優
菟
規
定
に
よ
り
丁
差
を
脱
菟
し
て
い
る
。
そ

の
結
果
、
重
い
径
役
は
勢
い
優
克
に
預
か
れ
な
い
小
一農
民
に
賦
課
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
し
か
も
、
貧
官
汚
吏
、
老
膏
猪
呈
が
小
農
民
を
食
い
も
の
に
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
朕
況
を
改
善
す
る
た
め
に
は
、
白
棟
の
一
俊
鞭
法
を
施
行
す

る
必
要
が
あ
る
、
と
。
李
世
逮
は
全
面
的
に
白
棟
の
傑
鞭
を
支
持
し
て
い
る
わ

け
で
あ
る
。
な
ぜ
白
棟
の
方
策
に
批
剣
が
生
じ
た
か
と
言
え
ば
、
白
棟
の
篠
鞭

施
行
に
よ
っ
て
自
己
の
有
利
な
傑
件
を
喪
失
す
る
こ
と
を
恐
れ
た
富
豪
大
家

が
、
白
棟
の
改
革
を
非
難
、
攻
撃
す
る
撃
に
惑
わ
さ
れ
た
光
慾
が
、
白
棟
を
潮
岬

劾
し
た
わ
け
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
射
し
て
、
巡
撫
李
世
逮
は
詳
細
に
白
棟
の
方

策
の
受
賞
な
る
こ
と
を
論
じ
、
彼
を
担
問
護
し
た
。

結
局
、
白
棟
は
何
の
径
め
も
う
け
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
以
降
僚
鞭
の
法
は
そ

れ
ぞ
れ
の
地
方
の
巡
撫
・
巡
按
が
そ
の
地
の
寅
情
に
卸
し
て
施
行
す
べ
き
こ
と

を
指
示
し
、
次
第
に
撲
大
し
て
い
っ
た
。
著
者
は
、
こ
の
よ
う
な
結
末
に
な
っ

た
の
は
、
嘗
時
の
首
輔
張
居
正
の
意
向
が
大
き
く
影
響
し
た
こ
と
は
閲
違
い
な

い
、
と
指
摘
し
て
い
る
。

要
す
る
に
、
白
棟
が
東
阿
燃
で
寅
施
し
た
篠
鞭
法
は
、
上
旬
の
山
東
巡
撫
李

世
遣
の
支
持
を
得
る
と
同
時
に
、
中
央
政
府
で
も
首
輔
張
居
正
の
支
持
を
受
け

て
、
華
北
に
お
け
る
傑
鞭
法
が
普
及
す
る
契
機
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
著
者

は
、
更
に
白
棟
の
僚
鞭
法
が
東
阿
豚
で
ど
の
よ
う
に
定
着
し
、
評
債
さ
れ
た
か

を
検
詮
す
る
。
此
庭
で
ま
た
子
慣
行
の
「
輿
撫
塞
宋
公
論
賦
役
室
岡
」
を
引
用
す

る
。
す
な
わ
ち
「
待
役
は
三
等
九
則
の
戸
等
を
廃
止
し
、
た
だ
人
丁
額
と
土
地

所
有
面
積
に
基
づ
き
賦
課
」
す
る
こ
と
に
な
っ
た
次
第
を
明
確
に
し
、
か
っ
そ

の
納
入
方
法
は
各
人
の
自
封
投
植
に
な
っ
た
事
寅
を
指
摘
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
白
棟
の
僚
鞭
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
の
弊
害

を
除
去
す
る
と
い
う
利
黙
も
あ
っ
た
が
、
不
利
な
黙
も
あ
っ
た
こ
と
を
子
慣
行

は
論
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
山
東
で
「
成
熟
の
田
」
に
は
篠
鞭
は
有
利
で
あ

っ
た
が
、
「
荒
棄
の
田
」
に
は
不
利
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
白
棟

の
一
候
鞭
法
が
華
北
に
お
い
て
最
初
に
施
行
さ
れ
た
、
も
っ
と
も
基
本
的
な
形

態
を
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
、
と
断
定
し
て
い
る
。

白
棟
の
燦
鞭
法
が
施
行
さ
れ
た
後
、
山
東
は
も
と
よ
り
北
直
毅
・
河
南
・
山

西
・
険
西
の
各
地
で
、
篠
鞭
法
が
施
行
さ
れ
た
事
質
を
著
者
は
具
健
的
に
紹
介

す
る
。
本
書
一
四
四
頁
に
掲
げ
ら
れ
た
「
華
北
に
お
け
る
一
篠
鞭
法
の
質
施
欣
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況
」
表
は
、
は
っ
き
り
と
そ
の
事
貨
を
示
し
て
い
る
。

な
お
、
一
候
鞭
法
が
普
及
し
て
い
く
中
で
愛
生
し
た
重
大
な
問
題
貼
は
「
寄

荘
戸
」
の
存
在
で
あ
っ
た
。
山
東
嘗
燃
の
場
合
、
そ
の
回
土
は
寅
在
地
の
約
半

数
が
寄
荘
地
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
寄
妊
地
・
寄
妊
戸
を
的
確

に
把
握
し
て
、
寄
荘
戸
に
も
相
態
の
箔
役
銀
を
賦
課
す
る
こ
と
が
緊
急
の
問
題

と
な
っ
た
。
寄
妊
戸
が
原
籍
地
で
優
菟
を
う
け
、
更
に
寄
挺
し
た
州
豚
で
も
優

菟
を
う
け
る
と
い
う
、
二
重
の
俊
克
特
権
を
般
禁
す
べ
き
こ
と
が
提
案
さ
れ

た
。
一
候
鞭
法
の
最
大
の
課
題
は
、
課
税
の
公
卒
化
を
は
か
る
こ
と
に
あ
っ
た

か
ら
、
紳
士
居
の
優
菟
特
権
を
極
力
制
限
し
て
、
課
税
の
公
卒
化
を
期
す
る
こ

と
が
、
篠
鞭
法
の
施
行
に
伴
な
っ
て
起
っ
た
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
を
、

著
者
は
強
調
す
る
。

第
四
節
ご
僚
縦
法
の
問
題
貼
|
|
結
び
に
か
え
て
|
|
」
は
、
本
信
胴
の
結

論
で
あ
る
。
一
候
鞭
法
は
税
糧
・
格
役
の
銀
納
化
を
前
提
と
し
て
、
そ
れ
ら
雨

者
に
お
け
る
各
税
目
を
、
可
能
な
か
ぎ
り
一
保
化
し
、
一
昨
際
化
さ
れ
た
税
銀
を

一
定
の
割
合
で
、
人
丁
と
土
地
に
均
等
に
賦
課
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
そ
れ
で
も
若
干
の
筏
役
が
残
存
し
た
こ
と
を
著
者
は
指
嫡
す
る
。
例
え

ば
、
山
東
曹
燃
で
王
折
が
賞
施
し
た
傑
法
で
も
、
免
軍
・
俵
馬
・
起
解
(
後
の

牧
頭
)
な
ど
の
役
は
、
明
末
ま
で
韓
民
役
と
し
て
残
存
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
残

存
し
た
寅
役
の
負
猪
を
、
一
定
の
方
式
に
よ
っ
て
解
決
し
よ
う
と
し
た
兵
鐙
例

を
、
乾
隆
『
虞
城
豚
士
山
』
に
載
せ
ら
れ
た
楊
東
明
「
軟
怨
霊
差
法
」
を
引
用
し

て
、
そ
の
具
睦
策
を
紹
介
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
候
鞭
で
は
解
決
で
き
な
か

っ
た
寅
役
の
問
題
を
、
「
軟
出
国
」
と
い
う
方
式
で
解
決
す
べ
き
こ
と
を
、
楊
東

明
は
提
案
し
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
著
者
は
「
一
候
鞭
法
が
明
末
か
ら
清
初
に
か
け
て
、
い
か
な
る
寅

施
紋
況
に
あ
っ
た
か
は
、
現
在
の
所
あ
ま
り
明
白
で
な
い
と
い
っ
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。
一
篠
鞭
法
か
ら
地
丁
併
徴
へ
と
い
う
徳
役
制
度
の
展
開
過
程
に
現
れ
る

一
問
題
と
し
て
、
敢
え
て
『
軟
箆
』
と
い
う
方
式
が
存
在
し
た
こ
と
を
提
示
し

た
」
と
結
ん
で
い
る
。

著
者
が
い
う
と
お
り
、
華
北
に
お
け
る
一
候
鞭
法
施
行
に
闘
す
る
史
料
は
、

華
中
・
華
南
の
そ
れ
に
比
べ
て
、
き
わ
め
て
乏
し
い
の
で
あ
る
。
著
者
は
史
料

不
足
の
困
難
を
克
服
し
な
が
ら
、
山
東
を
中
心
と
し
て
、
華
北
に
お
け
る
燦
鞭

法
施
行
の
寅
扶
と
、
そ
こ
に
含
む
問
題
黙
を
詳
細
に
解
明
し
た
こ
と
は
、
き
わ

め
て
大
き
な
成
果
で
あ
り
、
著
者
の
努
力
を
多
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

つ
ぎ
に
「
補
篇
」
に
枚
め
ら
れ
て
い
る
諸
論
文
を
紹
介
す
る
が
、
上
述
し
た

よ
う
に
こ
れ
ら
は
す
べ
て
既
設
表
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
関
車
な
紹
介
に
と
ど

め
た
い
。
一
「
明
代
華
北
に
お
け
る
銀
差
成
立
の
一
研
究
|
|
山
東
の
門
銀
成

立
を
中
心
に
し
て
|
|
」
は
、
著
者
の
明
代
徳
役
制
度
研
究
の
出
夜
黙
と
な
っ

た
魔
女
論
文
で
あ
り
、
本
篇
で
取
り
あ
げ
た
明
代
一
候
鞭
法
の
研
究
の
原
貼
と

な
っ
た
重
要
な
論
文
で
あ
る
。
著
者
の
そ
の
後
の
研
究
の
基
礎
と
な
っ
た
主
要

な
問
題
結
は
す
べ
て
こ
の
論
文
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。
副
題
に

「
山
東
の
門

銀
成
立
を
中
心
に
し
て
」
と
あ
る
が
、
こ
の
門
銀
こ
そ
華
北
に
お
け
る
篠
鞭
法

の
キ
イ
・
ワ
ー
ド
で
あ
る
。
本
篇
と
あ
わ
せ
て
讃
む
必
要
の
あ
る
重
要
な
論
文

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

ニ
「
明
代
筆
北
の
〈
大
戸
〉
に
つ
い
て

」
の
大
戸
も
、
本
篇
の
中
で
も
若
干

言
及
さ
れ
て
い
た
が
、
一
傑
鞭
法
の
施
行
に
よ
っ
て
解
消
し
た
箔
役
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
本
論
文
も
ま
た
本
篇
と
密
接
な
関
連
が
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
本
笹
川
と

あ
わ
せ
て
讃
む
必
要
が
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

三
「
呂
坤
の
土
地
丈
量
策
と
郷
村
改
革
に
つ
い
て
」
、
お
よ
び
四
「
呂
坤
の

総
甲
法
に
つ
い
て
」
の
雨
篇
は
、
呂
坤
の
『
寅
政
録
』
に
依
嬢
し
な
が
ら
、
華
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北
の
農
村
に
お
け
る
諸
問
題
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
と
に
前
者
で
は
「
丈

量
策
と
均
里
均
甲
」
や
「
優
菟
問
題
」
に
論
及
し
て
い
る
。

五
「
腐
向
鵬
の
一
候
鞭
法
に
つ
い
て
」
、
お
よ
び
六
「
明
代
一
順
建
の
一
候
鞭

法
に
つ
い
て
」
の
雨
篇
は
、
本
篇
で
は
論
及
し
な
か
っ
た
華
中
、
華
南
の
一
候

鞭
法
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
腐
向
鵬
は
一
俊
鞭
法
の
貸
施
者
と
し
て
有
名

で
あ
る
が
、
前
者
は
彼
が
新
江
で
奉
行
し
た
篠
鞭
を
取
り
あ
げ
、
後
者
で
は
彼

が
一
踊
建
で
寅
施
し
た
篠
鞭
法
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

最
後
の
七
「
日
本
に
お
け
る
明
代
箔
役
制
度
の
研
究
」
は
ま
ず
戟
前
に
お
け

る
箔
役
制
度
の
研
究
に
つ
い
て
概
述
し
て
い
る
が
、
こ
こ
に
奉
げ
ら
れ
て
い
る

先
皐
の
論
文
の
中
で
、
筆
者
が
も
っ
と
も
示
唆
を
輿
え
ら
れ
た
の
は
、
清
水
泰

次
「
明
代
に
於
け
る
役
法
の
第
遷
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
申
し
そ
え
て
お
き
た

い
。
戦
後
、
私
た
ち
が
明
代
箔
役
制
の
研
究
に
す
ん
な
り
と
取
り
か
か
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
戦
前
の
清
水
博
士
の
研
究
の
成
果
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

敗
戦
の
年
の
秋
、
戟
火
で
荒
れ
は
て
た
早
稲
田
大
皐
を
訪
れ
て
、
清
水
博
士
の

数
示
を
仰
い
だ
筆
者
と
、
著
者
と
で
は
、
清
水
博
士
に
糾
問
す
る
思
い
が
大
き
く

異
な
る
の
は
蛍
然
か
も
知
れ
な
い
。
つ
ぎ
に
、
戟
後
に
お
け
る
役
法
の
研
究
を

「
里
甲
正
役
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
、
「
雑
役
(
箔
役
)
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
、

「
里
甲
正
役
・
均
徳
の
銀
納
化
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
、
「
一
候
鞭
法
を
め
ぐ
る

諸
問
題
」
の
四
分
野
に
わ
け
て
紹
介
し
、
隠
慮
に
著
者
の
傾
聴
す
べ
き
-
評
僚
が

加
え
ら
れ
て
い
る
。
筆
者
の
考
え
と
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
の
も
、
此
慮
で
は

ふ
れ
な
い
こ
と
に
し
た
い
。

著
者
は
そ
の
慮
女
論
文
以
来
、
一
貫
し
て
明
代
格
役
制
の
研
究
に
専
念
し
て

き
た
。
そ
し
て
、
華
北
、
こ
と
に
山
東
を
主
な
る
研
究
封
象
と
し
た
。
著
者
が

山
東
に
こ
だ
わ
っ
た
の
に
は
、
岩
見
宏
氏
に
よ
っ
て
拳
界
に
紹
介
さ
れ
た
『
山

東
経
舎
録
』
の
存
在
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
本
書
の
随
慮
に
、
『
山
東
経
曾

録
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
『
経
禽
録
』
は
華
北
の
徳
役
制
を
考
察
す
る
上

で
、
き
わ
め
て
貴
重
な
史
料
で
あ
り
、
豊
富
な
具
陸
的
記
述
を
多
数
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
。

さ
て
、
著
者
は
も
っ
ば
ら
華
北
の
箔
役
制
を
研
究
の
封
象
と
し
て
き
た
が
、

均
箔
法
に
つ
い
て
も
、
一
候
鞭
法
に
つ
い
て
も
、
名
稽
は
同
一
で
あ
っ
て
も
、

中
圏
各
地
で
そ
の
内
容
に
大
き
な
差
異
が
見
ら
れ
る
。
明
代
径
役
制
の
全
健
像

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
華
北
の
制
度
だ
け
で
な
く
、
華
中
・
華
南
の
制

度
を
も
解
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
著
者
が
今
後
も
明
代
傍
役
制
の
研
究
を
つ

づ
け
る
つ
も
り
が
あ
る
な
ら
ば
、
華
北
の
み
で
な
く
、
更
に
華
中
・
華
南
の
そ

れ
を
解
明
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
華
中
・
華

南
の
研
究
を
も
併
せ
て
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
明
代
循
役
制
の

全
健
像
が
は
っ
き
り
と
浮
び
あ
が
っ
て
く
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
一
言
述
べ
て
お
き
た
い
。
筆
者
は
『
明
代
箔
役
制
度
の
展
開
』
〈
一

九
六
六
)
を
刊
行
し
て
以
来
、
明
代
待
役
制
に
言
及
す
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど

な
く
な
っ
た
。
筆
者
よ
り
二
年
早
く
、
最
初
の
論
文
を
設
表
さ
れ
た
岩
見
氏

が
、
そ
の
著
『
明
代
街
役
制
度
の
研
究
』
を
出
版
さ
れ
た
の
は
、
拙
著
が
出
て

か
ら
二
十
年
後
の
一
九
八
六
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
筆
者
た
ち
よ
り

十
年
お
く
れ
て
、
明
代
径
役
制
の
研
究
を
始
め
た
谷
口
氏
は
、
昨
年
拙
著
の
刊

行
よ
り
三
十
二
年
遅
れ
て
本
書
を
出
版
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
明
代
後
役
制
の

研
究
か
ら
手
を
引
い
て
、
す
で
に
三
十
徐
年
に
な
る
筆
者
が
、
本
霊
園
の
書
評
を

す
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
適
任
で
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
が
、
著
者
と

の
長
い
交
友
関
係
を
考
え
て
、
敢
え
て
お
引
き
う
け
し
た
次
第
で
あ
る
。
そ
れ

に
し
て
も
、
筆
者
と
し
て
は
岩
見
氏
や
谷
口
氏
の
著
書
が
も
う
少
し
早
く
出
版

さ
れ
て
い
れ
ば
、
も
っ
と
積
極
的
に
意
見
の
表
明
も
で
き
た
と
思
う
と
、
本
蛍

に
残
念
で
あ
る
。
わ
が
園
に
お
け
る
明
代
径
役
制
度
の
研
究
も
、
岩
見
・
谷
口
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同
氏
の
著
書
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
大
筋
は
確
定
し
、
今
後
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
修
正

が
な
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
と
確
信
す
る
。

A
5
剣

註
(

1

)

最
近
、
明
代
史
の
概
設
や
研
究
室
百
で
、
こ
こ
に
も
記
さ
れ
て
い
る
と

お
り
「
里
老
人
」
と
祷
さ
れ
る
場
合
が
多
い
が
、
原
史
料
に
は
「
老

人
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
里
老
人
と
よ
ば
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
な

お
「
皇
甲
老
人
」
と
い
う
呼
務
は
あ
っ
た
。

(
2
〉
岩
井
茂
樹
「
箔
役
と
財
政
の
あ
い
だ
|
|
中
園
税
・
役
制
度
の
歴
史

的
理
解
に
む
け
て
|
|
」
付
同
国
伺
(
『
京
都
産
業
大
率
経
済
終
結
国
論

叢
』
二
八

l
四
、
二
九
l
て
二
、
三
、
一
九
九
四
、
九
五
)
。

(
3
〉
岩
見
宏
「
『
山
東
経
曾
録
』
に
つ
い
て
」
〈
『
清
水
泰
次
博
士
迫
悼
記

念
明
代
史
論
叢
』
株
式
曾
祉
大
安
、
一
九
六
二
)
参
照
。
本
書
は
内
藤

湖
南
博
士
の
蓄
蔵
に
か
か
り
、
天
下
の
孤
本
で
あ
る
。
十
二
巻
十
四

加
。
本
書
は
明
代
山
東
の
税
糧
・
箔
役
に
関
す
る
詳
細
な
記
録
で
、
岩

見
・
谷
口
一
隅
氏
の
研
究
に
頻
繁
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

〈
4
)
こ
の
部
分
の
叙
述
は
、
著
者
に
よ
っ
て
寅
誼
さ
れ
た
事
寅
で
は
な

く
、
通
設
に
基
づ
い
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
華
北
に

お
け
る
貿
朕
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
は
華
中
・
華
南
で

は
ど
う
だ
つ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

(

5

)

「
貧
官
汚
吏
、
老
膏
粗
鋼
里
」
に
つ
い
て
、
著
者
は
「
老
練
で
悪
賢
い

有
吏
や
里
長
」
と
解
し
て
い
る
が
、
前
者
が
貧
汚
の
官
僚
を
指
す
の
に

射
し
て
、
後
者
は
老
猪
な
膏
吏
と
い
う
意
味
で
、
こ
こ
に
里
長
が
出
て

く
る
こ
と
は
お
か
し
い
。
膏
吏
の
こ
と
を
里
書
と
稽
す
る
場
合
も
あ

る。

一
九
九
八
年
二
月

九
一
-
十
一
一
一
+
一
一
一
一
一
頁

東
京
同
朋
合

一
五
五
三
四
園
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